
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

令和６年 ９月 ２日 

北区立桐ケ丘郷小学校 

校 長  水上 暁雄 

９月行事予定 

日 曜日 行 事 

1 日  

2 月 Ａ３ 全校朝会 安全指導 一斉下校 

3 火 Ａ４ 測定 給食始 

4 水 Ａ４ 測定 

5 木 測定  社会科見学⑥ 

6 金 音楽朝会 測定 水泳指導終 委員会 

7 土 
土曜２時間授業 保護者懇談会 

道徳授業地区公開講座（２校時） 

8 日  

9 月 Ａ５ 全校朝会 

10 火 避難訓練 脊柱側湾検診⑤ 

11 水  

12 木 B４  

13 金 Ａ４ 体育朝会 

14 土  

15 日  

16 月 敬老の日 

17 火 全校朝会 たてわり班活動 

18 水 B４  

19 木 全校写生会 

20 金 児童集会 歯科検診(全) 社会科見学③ 

21 土  

22 日 秋分の日 

23 月 振替休日 

24 火 Ａ４ 全校朝会 

25 水 B４ 岩井移動教室④事前検診 

26 木 岩井移動教室④始 

27 金 岩井移動教室④終 

28 土  

29 日  

30 月 全校朝会 クラブ 稲作体験稲刈り⑤ 

学校だより  

未来を生き抜くために必要な力の育成 

校長 水上 暁雄 

長くてとても暑い日が続いた夏休みが終わりま

した。保護者の皆様におかれましては、ご家族の

体調管理や子供たちの昼食の用意等、ご苦労も多

かったことと思います。 

夏期休業中のある研修会で、「非認知能力」と

いう言葉について深く考える機会がありました。 

 

 

 

 

非認知能力の育成には、子供が学習活動に責任を

もって、主体的に課題解決を図り、他者と協働し

学び合う探求学習が重要とされています。また、

探究学習によって目標に向かって努力する力や忍

耐力、コミュニケーション力、感情のコントロー

ル力といった非認知能力が育まれると同時に、自

尊心や自信を高めることにもつながります。 

この力の育成は学習指導要領のもと、すでに学

校現場で実践されていることですが、私自身、こ

の夏休みに大切さを改めて実感することができま

した。この「非認知能力」を、子供たちが持続的

な幸福を得ながら、未来を生き抜くために必要な

力として、今後の教育活動を進めていきます。 

最後に、私が読んだ資料に、家庭でも取り組め

る非認知能力を伸ばす方法が書かれていたので紹

介します。 

 

 

 

 

 

 

 電話対応時間の変更について 

９月から電話対応時間が 

7時 45分～17時 30分 → 7時 45分～17時 

に変更になります。あらかじめご承知おきください。 

「認知能力」 

知的な力、知識・技能、思考力等 

「非認知能力」 

意欲・意志、自覚し見渡す力、人と協力する力等 

＜児童期に家庭でできる非認知能力を伸ばす方法＞ 

○子供が興味をもったことにできるだけチャレン

ジしたり、探求できたりする環境作り 

○子供の話をよく聞き対話して、心の支えになる

こと 



 ☆ホップ！ ステップ！ 桐郷小５年生！☆ 
５年担任 

５年生は、6月２５日（火）～２７日（木）の２泊３日で、岩井自然体験教室に行ってきま

した。途中雨に見舞われることもありましたが、ほぼ予定通りに過ごすことができました。 

岩井自然体験教室を大成功させるために、「自立・自律」「配慮」「協力」「感謝」をキーワー

ドに一人一人が主体的な行動を考えながら活動に取り組みました。宿舎の方に感謝の気持ち

を伝えたり、しおりを見ながら声を掛け合ったりしました。行程の後半では、子供たちが進ん

で計画的に行動する姿が見られ成長を感じました。 

この経験を９月からの生活にも活かし、「なりたい自分」「よりよい自分」「よりよい集団」

を目指して、成長し続けてほしいと思います。 

 

    

日光高原学園について 

  ６年担任 

６年生は、７月３１日（水）～８月２日（金）に日光高原学園に行ってきました。観測史上

最も暑い夏といわれる中の日光高原学園でしたが、子供たちは暑さに負けずに２泊３日を過

ごすことができました。 

学年のめあてとして、「３つのプロフェッショナルを目指そう」を掲げました。その３つと

は、学び・楽しむ・ＡＢＣＺ（当たり前のことをばかにしないでちゃんと全員が絶対にやる）

です。そのプロフェッショナルになるために意識するべきことを生活班や行動班、個人で事

前によく考えてから日光高原学園を迎えました。その意識は言動に表れました。バスガイド

の方々や東照宮の案内人の方々の話をよく聞き学ぼうとする姿や、レク係が企画した室内レ

クリエーションをみんなで楽しもうと協力する姿、挨拶や時間を守るなどの当たり前のこと

に声を掛け合ってしっかりと取り組もうとする姿は、大変立派でした。それでも、夜に行った

一日の振り返りでは、改善すべき点やその方法を一生懸命に考えており、さらに成長しよう

とする向上心は、これからの生活に必ず活きると感じました。 

日光高原学園は、一人一人の成長と、学年という集団の成長をもたらす素晴らしい時間で

した。 

 

 

 

 

 

                                

    


